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令
和
４
年
第
２
回
定
例
会

（
会
期　

６
月
９
日
～
６
月
30
日
）

６
月
9
日
か
ら
第
２
回
定
例

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
報
告
４
件
、

専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
12
議
案

が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
請
願
２
件

を
採
択
し
、
意
見
書
２
件
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

17
日
、
20
日
、
21
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に

は
、
11
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執

行
部
と
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。（
７
～
18
ペ
ー
ジ
参
照
）

　　

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
25
人
の

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

令和４年度 一般会計補正予算（第 1・2・3 号）令和４年度 一般会計補正予算（第 1・2・3 号）

５５億億32663266万万55千円千円 追加 《一般会計予算総額》

 265億2266万5千円

子育て世帯生活支援
特別給付金給付事業

園芸産地整備事業

商工業推進事業

誘客対策強化事業

5521万 3千円

1049万 9千円 163万 8千円

1億3250万円

新型コロナ感染症による影響が長期化する中
で、物価高騰等に直面する低所得の子育て世
帯に対し、特別給付金を支給するもの。

園芸施設の資材が高騰していることから、補
助率を６分の１から３分の１へ引き上げ、農
家負担の軽減を図るもの。

市商工会が発行するプレミアム付商品券等の
プレミアム率及び発行冊数の拡充を補助する
もの。

感染症拡大の影響で減少した観光客の誘客促
進等を図るため、メディアを活用し観光資源、
食文化等を県内へ発信するもの。

補正予算の一部を紹介

住民票等コンビニ交付
サービス導入事業

2783万 6千円
住民票の写しや戸籍等の証明書を全国のコン
ビニエンスストアで取得することを可能にす
るもの。

小学校施設維持管理事業
1860万円

三重東小学校の駐車場を整備し、通園通学の
子どもの安全確保を行うもの。



６月定例会（主な議決事項）
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教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
３
年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
の
要
請

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関

す
る
請
願

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
を
可
決
し
、
国
の
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決
し
、

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

全
会
一
致
で

全
会
一
致
で

〔
請
願
者
〕
大
分
県
教
職
員
組
合
大
野
支
部

〔
請
願
者
〕
豊
後
大
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

〔
紹
介
議
員
〕　

工
藤
秀
典

〔
請
願
者
〕
大
分
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

〔
紹
介
議
員
〕　

高 

野 

辰 

代

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

　

学
校
現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
実
現
す

る
た
め
の
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で

す
。

　

義
務
教
育
は
自
治
体
間
・
地
域
間
に
よ
っ
て
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
、
国
段
階
で
の
国
庫
負
担
に
裏
付
け
さ
れ
た
定
数
改
善

計
画
の
策
定
と
財
源
の
保
障
が
必
要
で
す
。

　

来
年
度
政
府
予
算
編
成
で
、次
の
事
項
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
提
出
を
請
願
し
ま
す
。

１
．
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２ 

．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復

元
す
る
こ
と
。

３ 

．
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
複
式
学

級
を
解
消
す
る
こ
と
。

い
ま
、
地
方
公
共
団
体
に
は
、
急
激
な
少
子
・
高
齢
化
の

進
展
に
と
も
な
う
子
育
て
、
医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
制

度
の
整
備
、
ま
た
人
口
減
少
下
に
お
け
る
地
域
活
性
化
対
策
、

あ
る
い
は
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
な
ど
、
よ
り
新
し
く
、

か
つ
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
役
割
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
は
不
足
し
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
ま
た
近
年
多
発
し
て
い
る

大
規
模
災
害
へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
来
、
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
財
源

面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
財
政
の
役
割
で
す
。　
　
　
　
　

　

こ
の
た
め
、
来
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
地
方
財

政
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

採
択
採
択

採
択
採
択

請 願

あなたの意見や要望
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委
員
会
審
査
報
告 

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

令
和
４
年
度
全
天
候
型
体
育
施
設

新
築
建
築
主
体
工
事
の
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

要
件
設
定
型
一
般
競
争
入
札
（
総

合
評
価
落
札
方
式
）で
行
っ
て
お
り
、

契
約
金
額
は
２
億
７
０
９
４
万
１
千

円
、
契
約
の
相
手
方
は
熊
野
・
宮
成

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
で
す
。

お
お
い
た
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
シ

ス
テ
ム
整
備
業
務
は
、
大
分
市
が
シ

ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
の
選
定
を
行
っ
た

結
果
、
日
本
電
気
株
式
会
社
大
分
支

店
が
受
託
者
に
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
に
な
り
、
佩
楯
山
基
地
局

に
仮
設
の
建
物
を
製
造
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
所
定
の
金
額
以
上

の
製
造
の
請
負
に
該
当
す
る
こ
と
か

ら
、
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
　

県
の
事
業
が
令
和
４
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
ま
で
の
３
年
度
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
分

担
金
条
例
に
つ
い
て
は
期
限
を
設
け

て
い
ま
せ
ん
。
県
の
事
業
が
令
和
６

年
度
以
後
も
継
続
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
こ
の
条
例
は
続
い
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

特
命
随
契
と
い
う
こ
と
で
、
見

積
合
わ
せ
は
一
者
の
参
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
無
線
基
地
局
を
扱
う
会
社

は
富
士
通
や
沖
電
気
な
ど
が
あ
り
、

現
在
、
本
市
は
沖
電
気
で
運
用
し
て

い
ま
す
。

　
　

今
回
は
総
合
評
価
落
札
方
式

で
、
施
行
実
績
、
地
域
の
貢
献
度
等

が
加
算
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
落
札

率
１
０
０
％
で
も
落
札
で
き
る
と
考

え
て
入
札
し
た
も
の
と
推
察
し
て
い

ま
す
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

水
道
事
業
の
整
備
が
困
難
な
小
規

模
集
落
等
に
お
け
る
生
活
用
水
の
確

保
を
図
る
た
め
、
問
題
を
抱
え
る
地

域
に
対
し
て
、
豊
後
大
野
市
小
規
模

集
落
等
水
源
整
備
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
伴
い
、
受
益
者
か
ら
分
担
金

を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

●
豊
後
大
野
市
小
規
模
集
落
等
水
源

整
備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

本
年
４
月
か
ら
保
険
適
用
と
な
っ

た
体
外
受
精
等
も
豊
後
大
野
市
不
妊

治
療
費
助
成
の
対
象
と
し
、
不
妊
治

療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

●
豊
後
大
野
市
不
妊
治
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　

今
回
、
単
年
度
と
い
う
こ
と
だ

が
、
将
来
的
に
来
年
度
も
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

見
積
合
わ
せ
へ
の
参
加
者
数
を

教
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
日
本
電
気

株
式
会
社
以
外
で
無
線
基
地
局
の
専

門
的
な
会
社
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
る
か
。

　
　

落
札
価
格
が
予
定
価
格
と
同
額

に
な
っ
て
い
る
が
、
応
札
す
る
の
が

自
社
以
外
に
な
い
こ
と
が
契
約
相
手

方
に
分
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
３
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
、
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

総
務

厚
生
文
教

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
５
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
、
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
収
入
が
著
し
く
減
少

し
た
第
１
号
被
保
険
者
等
に
係
る
保

険
料
の
減
免
の
特
例
期
間
の
延
長
等

を
す
る
も
の
で
す
。

●
豊
後
大
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
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市
道
牛
首
線
、
市
道
田
桝
線
、
市

道
小
原
線
、
市
道
牛
首
線
支
線
の
市

道
路
線
の
認
定
を
す
る
も
の
で
、
改

良
工
事
に
伴
い
、
終
点
位
置
が
変
わ

り
ま
す
。

　
　

路
線
内
全
て
で
工
事
が
完
了
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
部
工
事

が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
完
成
し
次

第
、
支
払
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

会
計
課
で
こ
の
路
線
に
つ
い
て

の
支
払
い
が
完
了
し
て
い
る
の
で
、

事
業
と
し
て
は
終
了
し
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
２
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。

県
道
57
号
線
か
ら
接
続
し
て
い
る

市
道
牛
首
線
、
市
道
田
桝
線
支
線
、

市
道
小
原
線
の
改
良
工
事
に
伴
う
既

存
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　
　

白
線
が
消
え
か
か
っ
て
い
る
部

分
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
り
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
、
白
線
を
引

い
て
い
き
ま
す
。

　
　

牛
首
線
の
一
部
で
は
白
線
が
消

え
か
か
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
対

応
を
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

工
期
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
て
、

８
月
に
開
通
の
見
通
し
で
す
。

　
　

当
初
の
予
定
で
は
、
６
月
に
は

通
行
可
能
と
な
る
と
聞
い
て
い
た

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

教育委員任命教育委員任命

任期 自：令和 4年 5月 31 日
至：令和 8年５月 30 日

同
意
同
意

５月１３日（金）の第１回臨時会で教育委員会委員の任命について、
全会一致で同意しました。

三
み う ら

浦　絵
え り な

里奈 氏

教育委員

人事案件
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６月定例会（賛否一覧）

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　衞藤竜哉議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
年
月
日

議
決
結
果

市民クラブ 創生会 黎明会 政友会 緑政会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

穴
見
　
眞
児

嶺
　
　
英
治

吉
藤
　
里
美

工
藤
　
秀
典

佐
藤
　
辰
己

赤
峰
　
映
洋

後
藤
　
雅
克

高
野
　
辰
代

田
嶋
　
栄
一

原
田
　
健
蔵

春
野
　
慶
司

佐
藤
　
昭
生

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

川
野
　
辰
徳

令和 4 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 1 号）
の専決処分の承認について 6月9日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市小規模集落等水源整備事業分担金徴収条
例の制定について 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市不妊治療費助成に関する条例の一部改正
について 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市介護保険条例の一部改正について 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道路線の廃止について 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道路線の認定について 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 2 号） 6月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 3 号） 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予
算（第 1 号） 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市病院事業特別会計補正予算
（第 1 号） 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委託契約の締結について 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはか
るための、2023 年度政府予算に係る意見書採択の要請について 6月30日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方財政の充実・強化を求める意見書採択に関する
請願書 6月30日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方財政の充実・強化に関する意見書 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充
に係る意見書 6月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和４年第２回定例会）
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赤峰映洋（８ページ）

吉藤里美（１８ページ）

後藤雅克（１３ページ）

川野辰徳（１４ページ）

嶺英治（１５ページ）

穴見眞児（１６ページ）

原田健蔵（１７ページ）

佐藤昭生（９ページ）

高野辰代（１１ページ）

田嶋栄一（１０ページ）

春野慶司（１２ページ）

• 道の駅の客数と売上高の推移について
• 小中一貫校について
• 支所機能の強化について

• ヤングケアラーの実態と支援について
• 農業振興について

•  文化・芸術系の全国大会等出場に対する支援等
について

•  近年の建築費高騰により、本市の建築工事及び
今後の計画に及ぼす影響について

• 三重原地区の悪臭問題について
• ピーマン等の影響について
• 新聞やＳＮＳで話題になっている豊後大野市関係人
　口交流拠点施設について

•  米価下落を受け、主食用水稲生産者への市単独
の直接助成はできないか

• 本市が管理する駐車場の維持、管理について

• 市内石橋の安全性について
• 文化財等の保存について

• 指定管理者制度について
• 朝倉文夫記念館について
• シニア向けスマホ活用への支援について

• 子ども子育て支援について
• 本市における外国人労働者の実態について
• 宇宙ビジネスとのかかわりについて

• 子どもの育ちをつなぐ「幼保小連携」について
• 本市の地籍調査の現状について
• 景観のきれいな豊後大野市への取組について

• 統括理事制について

• 新型コロナ禍におけるマスク着用の緩和について
• 刑事訴訟法第２３９条第２項による刑事告発について
• 指定管理者の選定方法の見直しについて

1111人人のの議員議員 市政市政がが を問うを問う

6 月１７日、２０日、２１日の３日間にわたり行われた一般質問には１１人の議員が登壇し、小中一貫校、
子ども子育て支援、統括理事制についてなど２７項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しております。また、議員の写真下に掲載し
ているＱＲコードをスマートフォンで読み取ることで、一般質問の録画中継がご覧いただけます。
　※新型コロナウイルス感染症対策でアクリル板を設置して行いました。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問
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一 般 質 問

道
の
駅
の
客
数
は
本
市

の
観
光
収
益
や
観
光
客
の

動
向
の
指
標
と
し
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

令
和
３
年
度
か
ら
、
朝

地
小
中
学
校
に
お
い
て
小

中
一
貫
校
が
始
ま
り
、
今

後
、
本
市
は
全
て
の
小
中

学
校
で
実
施
す
る
予
定
が

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

市
内
５
カ
所
の
道
の
駅

に
お
け
る
令
和
３
年
度
の

客
数
は
63
万
２
千
人
で
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
30
年

度
の
73
万
６
千
人
か
ら

10
万
４
千
人
減
少
し
て
い

る
。

質

地
元
野
菜
等
の
出
荷
者

の
道
の
駅
に
対
す
る
意
見

は
。 質

質

答
商
工
観
光
課
長

　

必
要
に
応
じ
て
市
職
員

も
出
荷
者
協
議
会
の
総
会

に
出
席
す
る
な
ど
の
対
応

を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
野
菜
や
特
産
品
の
出

荷
は
、
道
の
駅
の
経
営
に

必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限

り
ご
要
望
や
ご
相
談
に
対

応
し
て
い
る
。

答
商
工
観
光
課
長

創 生 会

赤
あか

峰
みね

映
てる

洋
ひろ

コロナの影響で道の駅の対策はコロナの影響で道の駅の対策は

道の駅等緊急運営負担金を支出した

道の駅おおの（大野町）

小中一貫校は小中一貫校は

市内７つの全ての町で取り組む

支所長に予算を支所長に予算を
支所長判断で使える

予算は今のところない

　

令
和
６
年
度
に
は
、
千

歳
及
び
清
川
小
中
学
校
が

施
設
一
体
型
と
し
て
、
緒

方
、
大
野
及
び
犬
飼
小
中

学
校
が
施
設
隣
接
型
で
、

令
和
７
年
度
に
は
、
三
重

町
が
施
設
分
散
型
で
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

答
学
校
教
育
課
長

小
中
一
貫
校
は
他
県
や

大
分
県
に
お
い
て
ど
の
程

度
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

質
　

全
国
で
９
１
７
校
、
県

内
で
は
佐
伯
市
、
日
田
市
、

大
分
市
等
で
設
置
さ
れ
て

い
る
。

答
学
校
教
育
課
長

市
道
等
に
対
す
る
補
修

の
要
望
が
か
な
り
の
件
数

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

質
　

本
市
に
お
い
て
は
平
成

27
年
度
か
ら
土
木
技
術
職

員
を
本
庁
に
集
約
し
、
限

ら
れ
た
職
員
を
機
動
的
に

運
用
す
る
こ
と
で
迅
速
な

対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　

路
面
の
陥
没
、
路
肩
の

崩
壊
等
に
よ
り
通
行
に
支

障
が
あ
り
、
危
険
度
の
高

い
箇
所
か
ら
優
先
的
に
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

答
産
業
建
設
統
括
理
事
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～ 11 人の市議が市政を問う～

　

現
在
、
本
市
で
働
い
て

い
る
外
国
人
労
働
者
の
国

籍
別
と
産
業
別
の
人
員
に

つ
い
て
伺
う
。

宇
宙
に
関
わ
る
逸
材
を

輩
出
し
て
い
る
本
市
と
し

て
、
今
後
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
わ
っ
て
い
く
予
定
は

あ
る
か
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

今
後
の
計
画
策
定
で
、
拡

充
ま
た
は
見
直
し
の
予
定

は
あ
る
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

に
よ
り
本
市
の
子
育
て
支

援
施
策
を
進
め
て
い
く

が
、
次
期
計
画
と
な
る
第

４
次
計
画
の
策
定
に
お
い

て
も
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
保
護
者
の
意
向
等
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
市
民
ニ

ー
ズ
に
き
め
細
か
に
対
応

す
る
。

国
別
で
は
、
最
も
多
い

の
が
ベ
ト
ナ
ム
の
１
４
７

人
、
次
い
で
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
40
人
、
以
下
、
中
国
26

人
、
韓
国
20
人
の
順
で
、

そ
の
他
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
等
、

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
12

カ
国
と
な
っ
て
い
る
。

産
業
別
の
人
数
は
、
農

業
・
林
業
が
１
９
３
人
、

次
い
で
製
造
業
の
48
人
、

卸
売
業
・
小
売
業
の
41
人

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

人
工
衛
星
を
利
用
し
た

デ
ー
タ
収
集
に
よ
る
生
活

上
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
分
野
に
つ
い
て
は
、

本
市
に
お
い
て
、
現
在
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
事

務
事
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
も

関
わ
り
が
あ
る
の
で
、
庁

内
各
課
に
お
い
て
、
既
存

の
ツ
ー
ル
や
ス
キ
ー
ム
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
農
林
業

や
防
災
、
教
育
、
環
境
衛

生
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、
最
先
端
の
科
学
技

術
が
活
用
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
く
。

質

質

質

答

答

答

子
育
て
支
援
課
長

商
工
観
光
課
長

市
長

黎 明 会

佐
さ

藤
とう

昭
あき

生
お

子ども子育て支援について子ども子育て支援について

宇宙ビジネスとの宇宙ビジネスとの
かかわりについてかかわりについて

安心して子どもを生み育てることの
できる社会の実現に努める

新たな産業が創出できる
ものと捉えている

本市における外国人労働者の実態について本市における外国人労働者の実態について

外国人労働者との共生に向けた取り組みを進めていく

新たな可能性を秘めている
宇宙ビジネス
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川
野
市
政
で
新
た
に
設

け
た
制
度
で
４
年
が
経
過

し
た
。
統
括
理
事
の
職
務

は
、
複
数
の
課
の
所
管
事

務
の
掌
理
及
び
政
策
調
整

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
支
障
な
く
取
り
組

む
環
境
に
あ
る
の
か
。

事
務
の
決
裁
区
分
及
び

職
務
権
限
に
お
い
て
、
副

市
長
に
次
ぐ
者
と
な
っ
て

い
る
が
、
課
長
と
同
列
に

あ
り
、
重
要
施
策
を
審
議

す
る
立
場
に
あ
る
者
に
し

て
は
、
責
任
の
所
在
が
明

確
で
は
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

理
事
会
議
を
月
に
２
回

開
催
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
市
の
政
策
や
課
題

を
協
議
検
討
し
て
い
る
。

課
題
が
残
れ
ば
再
度
協
議

し
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
課

題
の
早
期
解
決
や
掌
理
部

署
の
統
括
に
繋
が
っ
て
お

有
事
の
際
に
、
職
員
一

人
一
人
が
迅
速
か
つ
適
正

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

判
断
力
の
養
成
、
連
絡
体

制
の
明
確
化
、
優
先
順
位

の
確
認
、
情
報
の
収
集
・

連
絡
調
整
、
被
災
者
へ
の

親
切
な
対
応
等
が
実
施
可

質

質

答

答

市
長

市
長

黎 明 会

田
た

嶋
しま

栄
えい

一
いち

り
、
理
事
制
度
の
目
的
や

意
図
は
十
分
に
果
た
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

統括理事が複数の課（農林整備課、商工観光課） 
を調整し整備した轟橋付近の手すり（清川町）

統括理事制について統括理事制について

成熟度を高めていきたい

　

一
つ
の
課
題
が
複
数
の

部
署
に
ま
た
が
る
こ
と
も

多
く
、
各
課
単
位
で
の
対

応
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
統
括
理
事
が
調
整
機

能
を
発
揮
し
、
意
見
を
集

約
す
る
こ
と
で
課
題
解
決

に
あ
た
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
副
市
長
が
欠

け
た
際
に
は
、
統
括
理
事

答
市
長

が
職
務
代
理
者
と
な
る
こ

と
か
ら
責
任
は
重
く
、「
課

長
と
同
列
」
で
は
な
く
、

「
責
任
の
所
在
は
明
確
」

と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

指
示
命
令
系
統
を
明
確
に

し
、
迅
速
な
対
応
を
可
能

に
す
る
た
め
、
統
括
理
事

質

能
と
な
る
よ
う
、
日
頃
か

ら
備
え
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、

効
率
的
で
効
果
的
な
組
織

と
し
て
機
能
す
る
た
め

に
、
理
事
制
度
の
成
熟
度

を
高
め
て
い
き
た
い
。

制
を
改
め
る
考
え
は
な
い

か
。
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本
市
の
ご
み
の
不
法
投

棄
の
現
状
と
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

環
境
美
化
の
機
運
を
高

め
る
手
段
と
し
て
、
市
内

全
域
で
の
花
壇
コ
ン
ク
ー

ル
等
の
取
り
組
み
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

就
学
前
後
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
の
構
築
は
、

小
学
校
に
円
滑
に
接
続
し
、

一
人
一
人
の
発
達
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
自

身
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者

に
も
安
心
感
を
与
え
、
教

育
現
場
で
も
重
要
で
あ
る
。

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

予
定
は
。

　

市
内
全
て
の
就
学
前
施

設
の
園
訪
問
を
実
施
し
て

い
る
。

現
状
は
考
え
て
い
な

い
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な

ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

今
後
と
も
環
境
美
化
活
動

が
進
む
よ
う
支
援
す
る
。

質

質

質

答

答

学
校
教
育
課
長

環
境
衛
生
課
長

創 生 会

高
たか

野
の

辰
たつ

代
よ

地域包括ケア拠点施設
「ひなたぼっこ」前の花壇（三重町）

組
織
的
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
に
検
討
を
進
め
る

子
ど
も
の
育
ち
を
つ
な
ぐ

子
ど
も
の
育
ち
を
つ
な
ぐ

　
「
幼
保
小
連
携
」に
つ
い
て

　
「
幼
保
小
連
携
」に
つ
い
て

年
度
当
初
に
連
携
会
議

を
持
ち
、
共
通
し
た
理
念

の
下
、
１
年
生
が
幼
児
期

の
経
験
や
学
び
を
存
分
に

　

分
か
り
や
す
く
、
可
視

化
が
で
き
る
方
法
で
、
組

織
的
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

質

答
学
校
教
育
課
長

景観のきれいな豊後大野市への取り組みについて景観のきれいな豊後大野市への取り組みについて

環境美化活動が進むように支援する

不
法
投
棄
件
数
は
、
令

和
元
年
度
17
件
、
令
和
２

年
度
11
件
、
令
和
３
年
度

17
件
で
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
タ
イ
ヤ
な
ど
が
多
く
、

山
林
や
交
通
量
の
少
な
い

道
路
沿
い
に
多
い
。

ご
み
捨
て
禁
止
看
板
の

設
置
や
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

悪
質
な
不
法
投
棄
に
つ
い

て
は
、
豊
肥
保
健
所
や
豊

後
大
野
警
察
署
と
連
携
を

答
環
境
衛
生
課
長

そ
の
他
の
質
問

・       

本
市
の
地
籍
調
査
の
現

　
状
に
つ
い
て

発
揮
で
き
、
市
内
各
校
の

地
域
性
も
生
か
さ
れ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、
実

践
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。

図
り
な
が
ら
対
応
を
強
化

し
て
い
る
。
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黎 明 会

私
は
次
の
よ
う
な
理
由

か
ら
児
童
の
マ
ス
ク
は
不

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

任
意
団
体

「あ
た
ら
よ
」

の
代
表
者

（
当
時
）
が
県

と
市
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
費
用
と
し
て
16
万
２
８ 

０
０
円
を
二
重
に
請
求
し
、

両
者
か
ら
受
領
し
て
い
た

事
実
が
判
明
し
た
。

法
の
規
定
に
の
っ
と
り
、

粛
々
と
告
発
義
務
を
果
た

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

児
童
生
徒
の
マ
ス
ク
着

用
に
つ
い
て
は
、
文
部
科

学
省
は
厚
生
労
働
省
と
連

携
し
、
体
育
の
授
業
や
登

下
校
中
は
熱
中
症
対
策
を

優
先
し
、
マ
ス
ク
を
外
す

よ
う
指
導
す
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
今
後
も
国
や

県
の
動
向
を
確
認
し
な
が

ら
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
く
。

告
発
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
特
に
慎
重
に
決
定
す

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
犯
罪
が
あ
る
と
思

料
す
る
こ
と
の
相
当
性
、

今
後
の
行
政
運
営
に
与
え

る
影
響
等
の
諸
点
を
総
合

的
か
つ
慎
重
に
判
断
し
た

結
果
、
告
発
し
な
い
こ
と

と
し
た
。

質

質

答

答

学
校
教
育
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

新型コロナ禍における新型コロナ禍における
マスク着用の緩和についてマスク着用の緩和について

国や県の動向を確認し、
臨機応変に対応していく

指定管理者の選定方法の見直しについて指定管理者の選定方法の見直しについて
人件費は、指定管理者選定等委員会

の中で大事な視点とする

春
はる

野
の

慶
けい

司
し

豊後大野市関係人口
交流拠点施設
（緒方町）

い
る
。

①
児
童
は
感
染
し
て
も

無
症
状
ま
た
は
軽
症
で
あ

る
。②

酸
素
不
足
が
原
因
の

脳
へ
の
影
響
。

刑事訴訟法第239条第2項による刑事告発について刑事訴訟法第239条第2項による刑事告発について

総合的かつ慎重に判断した結果、告発しないこととした

豊
後
大
野
市
関
係
人
口

交
流
拠
点
施
設
の
指
定
管

理
者
が
作
成
し
た
１
年
間

の
人
件
費
は
３
１
４
６
万 

６
千
円
で
、
指
定
管
理
料

の
年
額
３
千
万
円
の
全
額

が
人
件
費
に
消
え
る
。

今
後
、
指
定
管
理
者
を

選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

「人
件
費
は
50
％
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
」
旨
を
契
約

書
に
明
記
し
て
は
い
か
が

か
。委

託
す
る
業
務
内
容
に

よ
り
、
人
件
費
の
割
合
が

増
減
す
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
割
合
を
一
律
に
設
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

質答
総
務
企
画
統
括
理
事
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ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
支

援
体
制
は
確
立
し
て
い
る

が
、
文
化

・
芸
術
系
の
団

体
が
全
国
大
会
等
に
出
場 

し
て
も
補
助
等
の
支
援
が

な
い
。
豊
後
大
野
市
を
発

信
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
も
文
化
も
同
じ

と
考
え
る
が
、
今
後
の
支

援
体
制
を
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

　

三
重
総
合
高
等
学
校
の

演
劇
部
と
神
楽
部
が
、
本

年
７
月
31
日
か
ら
８
月
４

日
ま
で
の
期
間
、
東
京
都

質答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長創 生 会

後
ご

藤
とう

雅
まさ

克
かつ

演劇部

三重総合高等学校

文化・芸術系の全国大会等出場に文化・芸術系の全国大会等出場に
対する支援は対する支援は

他の自治体の状況を確認しながら検討する

で
開
催
さ
れ
る
「
第
46
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
」
に
出
場
す
る
。
こ
の

こ
と
に
対
し
、「
三
重
総

合
高
校
の
明
日
を
拓
く

会
」
に
よ
る
事
業
に
お
い

て
助
成
し
て
い
く
と
聞
い

て
い
る
。

　

な
お
、
芸
術
・
文
化
の

全
国
大
会
出
場
に
係
る
支

援
に
つ
い
て
は
、
県
内
で

は
日
田
市
、
佐
伯
市
、
宇

佐
市
な
ど
が
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

芸
術
・
文
化
の
振
興
及

び
活
性
化
に
必
要
な
支
援

策
だ
が
、
他
の
助
成
事
業

と
の
関
係
や
他
自
治
体
の

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

建築費高騰による影響は建築費高騰による影響は

本市の事業にも影響が出ている

神楽部

近
年
の
建
築
費
高
騰
に

よ
り
、
本
市
の
建
築
工
事

及
び
今
後
の
計
画
に
及
ぼ

す
影
響
は
。

経
済
活
動
の
停
滞
、
原

油
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り

木
材
、
鉄
鋼
製
品
な
ど
の

質答
産
業
建
設
統
括
理
事

資
材
が
高
騰
し
て
お
り
、

加
え
て
、
品
不
足
に
よ
る

納
期
の
遅
れ
な
ど
が
生
じ

て
い
る
。

現
在
、
発
注
準
備
中
の

市
原
住
宅
３
期
建
て
替
え

工
事
に
お
い
て
、
当
初
予

算
で
設
定
し
て
い
た
債
務

負
担
行
為
の
限
度
額
内
に

設
計
額
が
収
ま
ら
ず
、
本

定
例
会
で
限
度
額
の
増
額

を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
の
資
材
単
価
の
動

向
に
つ
い
て
は
、
上
昇
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
事
業

費
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
た
め
、
契
約
中
の
工

事
に
関
し
て
は
、
影
響
が

出
た
場
合
、
単
品
ス
ラ
イ

ド
条
項
を
活
用
し
契
約
変

更
の
対
象
と
す
る
。

今
後
は
、
工
事
費
の
高

騰
と
各
資
材
の
納
期
の
長

期
化
を
踏
ま
え
、
事
業
ご

と
に
検
討
し
、
計
画
的
に

進
め
て
い
く
。
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無 会 派

川
かわ

野
の

辰
たつ

徳
のり

現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

石
場
ダ
ム
の
配
水
停
止

に
伴
う
農
作
物
へ
の
影
響

は
。

　

三
重
原
地
域
環
境
問
題

代
表
者
会
議
に
お
い
て
、

２
養
豚
業
者
の
う
ち
１
者

か
ら
、
本
年
８
月
ま
で
の

受
精
、
12
月
ま
で
の
分
娩

を
最
後
と
し
、
令
和
５
年

６
月
を
も
っ
て
廃
業
す
る

旨
の
表
明
が
な
さ
れ
た
。

　

な
お
、
循
環
型
自
然
消

臭
法
の
取
り
組
み
は
、
廃

業
を
表
明
し
た
こ
と
か
ら

４
月
ま
で
で
終
了
し
、
完

成
し
た
有
機
消
臭
土
に
つ

臼
杵
市
野
津
町
に
位
置

し
、
野
津
土
地
改
良
区
が

管
理
す
る
石
場
ダ
ム
は
、

三
重
町
の
一
部
に
も
農
業

用
水
を
供
給
し
て
い
る

が
、
貯
水
率
が
低
下
す
る

事
態
と
な
っ
た
た
め
、
６

月
20
日
の
午
後
５
時
に
配

水
停
止
す
る
こ
と
を
決
定

し
て
い
た
。

本
市
で
は
、
29
の
農
家

が
石
場
ダ
ム
か
ら
農
業
用

水
の
供
給
を
受
け
、
夏
秋

ピ
ー
マ
ン
等
の
園
芸
品
目

を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
配
水
停
止
が
実
施
さ

れ
た
場
合
の
農
作
物
へ
の

生
育
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
に
、
給
水

タ
ン
ク
購
入
補
助
等
に
対

す
る
農
家
支
援
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

答

答

産
業
建
設
統
括
理
事

農
業
振
興
課
長

三重原地区の悪臭問題について三重原地区の悪臭問題について
アンモニア調査と臭気モニタリング

調査を継続していきたい

質

質

石場ダム（臼杵市野津町）

そ
の
他
の
質
問

・
新
聞
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題

　
に
な
っ
て
い
る
豊
後
大

　
野
市
関
係
人
口
交
流
拠

　
点
施
設
に
つ
い
て

い
て
は
、
場
内
で
有
効
利

用
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
、
養
豚
業
者
に

清
掃
記
録
・
豚
数
の
報
告

を
求
め
、
ア
ン
モ
ニ
ア
調

査
と
臭
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ピーマン等の影響についてピーマン等の影響について

貯水率の推移を注視する

こ
の
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
た
が
、
梅
雨
入
り
後

の
降
雨
に
よ
り
、
６
月
17

日
時
点
で
の
貯
水
率
が
回

復
し
た
結
果
、
配
水
停
止

日
の
延
期
が
決
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
同
日
付
で
受

益
者
に
周
知
さ
れ
た
。

市
と
し
て
は
、
引
き
続

き
、
貯
水
率
の
推
移
に
つ

い
て
注
視
す
る
と
と
も

に
、
野
津
土
地
改
良
区
及

び
臼
杵
市
等
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
、
農
作
物

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す

る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
。
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水
稲
経
営
の
維
持
が
厳

し
い
こ
と
か
ら
、
水
稲
農

家
に
対
し
、
行
政
が
何
ら

か
の
支
援
を
す
べ
き
と
考

え
る
。
直
接
助
成
は
で
き

な
い
か
。

本
市
が
管
理
す
る
駐
車

場
の
総
数
や
面
積
は
。

一
部
の
自
治
体
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
財
源
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
助
成
が
行
わ
れ

て
い
る
。
本
市
も
主
食
用

水
稲
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
検
討
し
た
が
、
水
田

市
営
駐
車
場
は
、
菅
尾

駅
前
、
清
川
駅
前
、
緒
方

駅
前
第
一
・
第
二
、
朝
地

駅
前
、
犬
飼
駅
前
駐
車
場

の
６
駐
車
場
で
、
駐
車
可

能
台
数
は
合
計
で
１
８
１

台
と
な
っ
て
い
る
。

大
規
模
な
駐
車
場
を
有

す
る
施
設
の
駐
車
可
能
台

数
は
把
握
し
て
い
る
が
、

質

質

答

答

農
業
振
興
課
長

財
政
課
長

本市が管理する駐車場の本市が管理する駐車場の
維持、管理について維持、管理について

予算編成前に管理課で点検をする

市内の水田

米
価
下
落
を
受
け
、主
食
用
水
稲
生
産
者
へ
の

米
価
下
落
を
受
け
、主
食
用
水
稲
生
産
者
へ
の

市
単
独
の
直
接
助
成
は
で
き
な
い
か

市
単
独
の
直
接
助
成
は
で
き
な
い
か

国
・
県
及
び
他
市
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
す
る

の
畑
地
化
を
推
進
す
る
観

点
と
、
ほ
か
の
作
物
価
格

も
消
費
低
迷
で
下
落
し
て

い
る
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、

現
時
点
で
は
直
接
的
な
補

助
は
行
わ
な
い
と
判
断
し

た
。今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
取
り
巻

く
情
勢
が
不
透
明
な
こ
と

か
ら
、
来
年
度
以
降
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

及
び
他
市
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

比
較
的
小
規
模
な
駐
車
場

を
有
す
る
施
設
で
は
、
駐

車
場
が
何
カ
所
に
も
分
か

れ
て
設
置
さ
れ
て
い
た

り
、
区
画
線
を
施
し
て
い

な
い
施
設
も
多
数
あ
る
こ

と
か
ら
、
駐
車
場
の
総
数

と
面
積
に
つ
い
て
、
全
て

は
把
握
で
き
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

駐
車
場
の
維
持
、
管
理

計
画
は
。

　

駐
車
場
に
特
化
し
た
維

持
・
管
理
計
画
等
の
策
定

は
な
い
。

質答
財
政
課
長

不
具
合
の
あ
る
駐
車
場

や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
見
受
け

ら
れ
る
の
で
年
に
一
度
は

点
検
を
。

　

予
算
編
成
の
前
に
管
理

課
で
し
っ
か
り
点
検
を
し

て
い
き
た
い
。

質答
総
務
企
画
統
括
理
事

市 民 ク ラ ブ

嶺
みね

英
えい

治
じ
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穴
あな

見
み

眞
しん

児
じ

石
橋
の
安
全
性
に
つ
い

て
考
え
は
。

今
後
の
対
策
は
。

資
料
館
以
外
で
の
保
存

場
所
と
量
は
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
５

年
に
一
度
の
法
定
点
検
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

機
能
に
支
障
の
な
い
状
態

の
「
１
判
定
」
か
ら
緊
急

に
措
置
が
必
要
な
「
４
判

定
」
の
４
段
階
で
健
全
度

の
評
価
を
し
て
い
る
。

石
橋
は
、
強
度
や
耐
荷
重

等
を
数
値
で
表
す
こ
と
が

困
難
な
た
め
、
直
接
目
視

に
よ
る
点
検
の
実
施
に
よ

り
安
全
性
の
確
認
を
行
っ

て
い
る
。

轟
橋
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
の
点
検
で
健
全
な

橋
梁
と
判
断
し
て
い
る
が
、

旧
大
恩
寺
小
学
校
、
旧

大
野
南
部
小
学
校
、
旧
緒

方
公
民
館
に
合
わ
せ
て
約

４
８
０
０
点
保
存
し
て
い

る
。令

和
５
年
度
に
旧
大
恩

寺
小
学
校
の
解
体
が
計
画

さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

答

答

答

建
設
課
長

建
設
課
長

社
会
教
育
課
長

石橋の安全性について石橋の安全性について

文化財等の保存について文化財等の保存について

効率的な維持管理に努めている

今後の収蔵場所について
課題解決を図る

質

質

質

轟橋（清川町）

轟
橋
に
つ
い
て
は
、
令
和

元
年
に
点
検
を
実
施
し
、

「
１
判
定
」
の
健
全
な
橋

梁
と
判
定
し
て
お
り
、
通

行
に
支
障
は
な
い
と
の
判

断
を
し
て
い
る
。

石
橋
の
強
度
等
に
つ
い
て

は
判
断
が
困
難
で
あ
る
こ

と
、
大
型
車
両
の
通
行
量

の
増
加
、
架
橋
後
、
か
な

り
の
年
数
が
経
過
し
て
い

る
こ
と
等
を
考
慮
す
る
と
、

安
全
対
策
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

今
後
、
大
型
車
両
の
通

行
に
つ
い
て
、
路
面
標
示
、

看
板
設
置
等
に
よ
り
制
限

を
設
け
た
い
。

分
は
旧
大
野
南
部
小
学
校

に
移
転
す
る
計
画
で
作
業

を
進
め
て
い
る
。

貴
重
な
資
料
の
今
後
の

取
り
扱
い
は
。

質資
料
館
の
収
蔵
室
に
移

転
・
保
管
を
行
い
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
永
年
保
存

で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ

る
。 答

社
会
教
育
課
長

新
た
に
発
見
さ
れ
た
資

料
の
保
管
場
所
は
。

質収
蔵
ス
ペ
ー
ス
に
十
分

な
余
裕
が
な
い
状
況
で
あ

り
、
今
後
、
収
蔵
場
所
の

課
題
解
決
に
向
け
、
財
政

状
況
も
踏
ま
え
計
画
し
て

い
く
。

答
社
会
教
育
課
長
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高
齢
者
の
ス
マ
ホ
活
用

支
援
の
た
め
の
取
り
組
み

は
。

指
定
管
理
者
選
定
等
委

員
会
の
公
平
性
、
透
明
性

確
保
の
た
め
の
改
善
策
は
。

　

近
年
開
催
さ
れ
た
委
員

会
の
構
成
は
、
市
職
員
の

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
委
託
す
る
業

務
内
容
に
よ
っ
て
は
、
識

見
を
有
し
た
外
部
委
員
等

に
も
審
査
を
お
願
い
す
る
。

公
民
館
に
お
い
て
も
、

シ
ニ
ア
向
け
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
活
用
の
支
援
を
行

う
必
要
性
を
認
識
し
て
い

る
。今

後
は
市
の
サ
ー
ビ
ス

に
関
連
し
た
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
講
座
の
開
催
を
、　

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
試
行
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

質

質

答

答

総
務
企
画
統
括
理
事

社
会
教
育
課
長

黎 明 会

原
はら

田
だ

健
けん

蔵
ぞう

　指定管理者が運営している
俚楽の郷伝承体験館（緒方町）

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
水
準

確
保
の
た
め
の
対
策
は
。

市
の
担
当
課
で
は
、
指

定
管
理
者
が
作
成
、
提
出

し
た
事
業
報
告
書
の
収
支

状
況
や
管
理
運
営
状
況
等

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

市
独
自
の
評
価
シ
ー
ト
を

用
い
て
指
定
管
理
者
に
対

す
る
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下

に
伴
い
、
市
民
か
ら
の
苦

情
等
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合

は
、
協
定
等
に
基
づ
く
報

告
を
求
め
、
適
宜
実
地
調

査
を
行
い
、
的
確
な
指
示

を
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。

質

答
総
務
企
画
統
括
理
事

シニア向けスマホ活用支援シニア向けスマホ活用支援
のための講習会開催をのための講習会開催を

講座の充実に努める

そ
の
他
の
質
問

・
朝
倉
文
夫
記
念
館
に
つ

　
い
て

指定管理者制度について指定管理者制度について

公正かつ適正に審査と評価を行う

指
定
管
理
者
評
価
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て
。

本
市
で
は
指
定
管
理
者

の
評
価
に
特
化
し
た
組
織

の
設
置
は
な
い
。

今
後
は
、「
指
定
管
理

者
選
定
等
委
員
会
設
置
要

綱
」
を
改
正
し
、
所
掌
事

務
に
「
指
定
管
理
者
の
評

価
に
関
す
る
こ
と
」
を
追

加
し
た
い
。

ま
た
、
指
定
期
間
が
終

了
し
た
指
定
管
理
者
を
、

質答
総
務
企
画
統
括
理
事

特
例
に
よ
り
引
き
続
き
選

定
す
る
場
合
に
は
、
必
要

に
応
じ
、
評
価
を
議
題
と

す
る
「
指
定
管
理
者
選
定

等
委
員
会
」
を
開
催
し
、

公
正
か
つ
適
正
に
審
査
と

評
価
を
行
う
。
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吉
よし

藤
ふじ

里
さと

美
み

大
分
県
が
昨
年
実
施
し

た
実
態
調
査
で
は
、
県
内

に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
少

な
く
と
も
２
３
１
５
人
い

て
、
こ
の
う
ち
支
援
を
要

す
る
児
童

・
生
徒
は
約
千

人
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
本
市
の
状
況
は
。

市
の
支
援
策
に
つ
い
て

伺
う
。

本
市
の
新
規
就
農
者
の

状
況
を
伺
う
。

　

公
表
さ
れ
た
結
果
で

は
、
市
町
村
別
の
人
数
等

は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

人
口
に
比
例
し
て
存
在
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

学
校
な
ど
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
と
連
携
し
て
情
報

の
共
有
を
図
り
、
必
要
に

応
じ
て
食
事
の
提
供
や
居

宅
を
訪
問
し
、家
事
支
援
・

育
児
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

不
安
や
悩
み
を
傾
聴
す
る

な
ど
、
既
存
制
度
を
活
用

し
た
適
切
な
支
援
と
併
せ
、

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

新
規
就
農
者
の
確
保
に

つ
い
て
は
、「
第
４
次
豊

後
大
野
市
農
業
振
興
計

画
」
に
お
い
て
、「
多
様

な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」

答

答

答

生
活
福
祉
統
括
理
事

子
育
て
支
援
課
長

農
業
振
興
課
長

ヤングケアラーの支援体制の整備をヤングケアラーの支援体制の整備を

農業振興について農業振興について

既存制度の活用で適切に支援する

就農支援の取り組みを進める

質

質

質

飼料価格高騰の影響が
大きい畜産

農
業
用
資
材
、
肥
料
な

ど
の
価
格
高
騰
に
つ
い
て

対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。 質

今
後
、
国
・
県
及
び
他

市
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
補
助
事
業
の
活
用
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、
堆
肥
に
よ
る
有
機
質

肥
料
の
活
用
や
ス
マ
ー
ト

農
業
に
よ
る
適
切
な
施
肥

料
投
下
な
ど
、
効
率
化
、

省
力
化
に
向
け
た
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
推
進
し
て

い
く
。

答
農
業
振
興
課
長

を
基
本
施
策
と
し
て
掲
げ

て
お
り
、
確
保
指
標
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
80

人
と
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
の
本
市
の

新
規
就
農
者
は
25
名
で
あ

り
、
進
捗
と
し
て
は
、
順
調

な
出
だ
し
と
考
え
て
い
る
。

（第77号2022.8） 18



第 1 回臨時会（賛否一覧） 

等

虚礼廃止にご理解ご協力をお願いします
議員は、公職選挙法に基づき以下の行為は禁止されています。

●お歳暮

●お中元

●年賀状 ●お祭りへの寄付

●初盆等のお供え ●暑中見舞い状
また、市民の皆さまが議員に寄附等を求めることも禁止されています。

趣旨をご理解のうえご協力をお願いします。

1919 （第77号2022.8）

議 会 日 誌
４月 5 月 6 月

4 日㈪
６日㈬

１３日㈬
１５日㈮
２０日㈬

２日㈭
７日㈫
９日㈭

１７日㈮
２０日㈪
２１日㈫
２３日㈭
２４日㈮
３０日㈭

６日㈮
１３日㈮

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会活性化委員会

総務常任委員会

議会運営委員会

議会運営委員会

第２回定例会開会（議案上程）

議会活性化委員会

議会広報編集特別委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）

常任委員会（総務・厚生文教・産業建設）

本会議（閉会）

議会運営委員会

議会活性化委員会

議会運営委員会

第１回臨時会

議会活性化委員会

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　衞藤竜哉議員は議長職のため表決権はありません。
会　　派　　名 議

決
年
月
日

議
決
結
果

市民クラブ 創生会 黎明会 政友会 緑政会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

穴
見
　
眞
児

嶺
　
　
英
治

吉
藤
　
里
美

工
藤
　
秀
典

佐
藤
　
辰
己

赤
峰
　
映
洋

後
藤
　
雅
克

高
野
　
辰
代

田
嶋
　
栄
一

原
田
　
健
蔵

春
野
　
慶
司

佐
藤
　
昭
生

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

川
野
　
辰
徳

豊後大野市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承
認について 5月13日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市税特別措置条例の一部を改正する条例の専決処
分の承認について 5月13日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一
部を改正する条例の専決処分の承認について 5月13日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市職員の給与に関する条例の一部改正について 5月13日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部改正について 5月13日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に
関する条例の一部改正について 5月13日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正について 5月13日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市固定資産評価員の選任について 5月13日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市教育委員会委員の任命について 5月13日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和４年第１回臨時会）



広
報
編
集
特
別
委
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会
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長
　
　
赤
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映
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長
　
　
高
野
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代

委
　
　
員
　
　
小
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治

　
　
　
工
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典

川
野
　
辰
徳
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-7
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8

大
分

県
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後
大

野
市

三
重

町
市

場
1

2
0

0
番

地
発

行
：

大
分

県
豊

後
大

野
市

議
会

編
集

：
議

会
広

報
編

集
特

別
委

員
会

TEL 0
9

7
4

-2
2

-1
0

0
1

 FA
X

0
9

7
4

-2
2

-8
1

0
1

豊
後

大
野

市
議

会
W

EB
で

も
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

第
7

7
号

令
和

4
年

8
月

１
日

発
行

市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？

手続きは、受付で住所と名前を書くだけです。
傍聴の際はマスクの着用をお願いします。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001

次回9月定例会は、8月31日に開会予定です。
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元気なあいさつ　笑顔あふれる菅尾っ子

楽しい学校を目指して
　緒方中学校の良いところは、学年の枠を超えて生徒同士と先生方
の仲が良いところです。毎日、「おはよう」や「こんにちは」など
の声が飛び交っていて、休み時間や部活動のときも楽しく明るい声
が学校内に響き渡り、雰囲気が和みます。
　そんな緒方中学校ですが、一つ問題があります。それは、授業に
なるとみんな消極的になってしまうことです。意思表示や挙手が少
なく、とても静かな雰囲気になってしまいます。そこでもっと積極
的になるよう、生徒会活動に力を入れています。
　毎日、取り組んでいる活動は「３考（さんこう）活動」というも
のです。これは月ごとに目標を決め、それを守れるように頑張る活
動で、ビンゴのようにしたりして、みんなが楽しく取り組めるよう
に工夫をして行っています。この活動の他にもさまざまな楽しい活
動を行っています。これからも、全校生徒が楽しめるような明るい
学校をつくっていきたいです。

　菅尾小学校にはよいところがたくさんあります。
　一つ目は、地域の方とのつながりです。毎年イチゴ狩りやイモほ
りなど地域の方に感謝しながら、普段なかなかできない活動をさせ
てもらっています。
　二つ目は、リーディングバディです。リーディングバディはほか
の学年とペアをつくって、学校のいろいろな場所で読み聞かせをし
合ったり、クイズを出し合ったりする楽しい活動です。校長室やブ
ランコなど、いつもとはちがう場所で本を読み合うのでとても楽し
いです。
　三つ目は、小学校の周りに菅尾磨崖仏や虹澗橋、江内戸の景など、
たくさんのジオサイトがあることです。生活科や総合の学習で現地
に直接行って、実物を見ながら学習することができます。
　菅尾小学校の児童会のめあては「元気なあいさつ　笑顔あふれる
菅尾っ子」です。菅尾小学校のよさを大切にしながら、全校のみん
なが毎日笑顔になれるよう、頑張っていきます。
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